
人と環境に優しい
クリーニングにこだわる

合資会社 協和ランドリー えどや

鹿角市にあるクリーニング店「えどや」。
ここでは県内では珍しい、純せっけんを
使用したクリーニングが行われている。

きっかけは、手荒れの悩み
　鹿角地域振興局向かいに店舗兼工場・コインランド
リーをもつ、「えどや」こと協和ランドリーは、純せっけん
を使用し、安全と品質を追究するクリーニング店。「今
の時代は家庭でも業務用でも、安くて手軽な合成洗剤
を使うのが主流。しかし、石油を主原料にした合成洗剤
は体の油分を奪って乾燥肌の原因になり、水質汚染にも
つながる。その点、人類が5,000年以上使い続けてきた
体にも環境にも優しい純せっけんは、仕上がりもふっく
ら」と田中喜昭社長は笑顔を見せる。
　純せっけんを使うようになったきっかけは、田中社長
自身の経験から。仕事柄、合成洗剤による手荒れに悩ま
されていた。そこで、肌に優しい洗剤を探した結果、出
合ったのが純せっけんであり、肌荒れの原因になる合成
界面活性剤の力に頼らず、微生物の働きで抗酸化作用を
高める「EMクリーニング」という技術であった。

安全への徹底したこだわり
　そこで人と環境に優しいクリーニングへの追究が始
まった。まずは、軟水器を設置し、洗濯に使う水を全て
軟水に。水からミネラル分などを除去することで、純石け
んの泡立ち力、つまりは洗浄力を高めた。また、洗濯のり
は、化学のりをやめて昔ながらの「煮のり」を使用。衣類

の痛みやごわごわ感を軽減した。ドライクリーニングのド
ライ溶剤も、石油系を使わず、化粧品などに使用される
肌に優しい成分「シリコン」を使用。わざわざアメリカに
出向き、探し抜いた。シリコンはコスト的には割高だが、
安全性とふっくら柔らかい仕上がりに「お客さまが喜ん
でくれたら」と話す。「家庭では手軽さから合成洗剤を
使うことが多い。だから、せめて当店にお出しいただいた
衣類や布団などは、小さなお子さんや肌の弱い人でも安
心な素材で洗ってあげたい」

品質向上に最新マシンを導入
　隣接するコインランドリーでも使う洗剤も純せっけん。
工場から出るボイラーの廃熱を乾燥室に循環させるなど、
エコロジーも追究している。
　さらに品質にもこだわる。平成22年には、当センター
の設備貸与制度を利用してYシャツプレス機を導入。仕
上がりの美しさと着心地の良さを向上させた。「設備の
相談はもちろん、経営のことについて幅広く相談できる
ので頼りになる。秋田市に出掛けるときには必ずと言って
いいほど、活性化センターに顔を出している」と話す。

合資会社
協和ランドリー えどや
[本店] 〒018-5201
　　　 秋田県鹿角市花輪字下花輪170
　　　 Tel.0186-23-2503

[工場] 〒018-5201
　　　秋田県鹿角市花輪字六月田27－1
　　　 Tel.0186-30-1107
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設備貸与で導入したYシャツプレス機。両袖

をピンと伸ばし、蒸気を出しながらプレス。

パリっと美しい仕上がりになる。

軟水での洗濯は、洗剤（純せっけん）の泡立ちが

良いため、業務用洗濯機（田中社長の背後に写

る機械）でも、少量の洗剤で充分汚れが落ちる。

古くは「江戸屋」の屋号で、造り酒屋や宮大工だっ

た時代がある。田中社長は８代目。社長就任の際、

かつての屋号「えどや」を復活させた。

あきた企業活性化センター／
設備貸与・応援ファンド担当（018-860-5702）まで。お問い合わせ

県内小規模企業者・中小企業者が導入を希望される機械設備を当センターが
購入し、割賦販売またはリースする制度です。

生で食べておいしい果実
　たざわこ芸術村内にある「エコニコ農園」は、５ヘク
タールの転作田で20種・約１万本（うち成木は900本）
のブルーベリーを栽培する農業法人。収穫期である７月
は、生の果実を出荷するほか、果実の摘み取り体験を行
い、「甘くておいしい」と来場者に好評。また、果実を
ジャムや、砂糖不使用で煮詰めた「キャンディード」に加
工し、通年で販売している。
　「そのまま生で食べてもらうと、よりおいしさが分かる
はず」と大和田しずえ専務・販売部長が胸を張る自慢の
果実「あきたパールベリー」は、大きいものだと500円玉
の直径を越える。完熟でみずみずしく、驚くほど甘い。

「全くの素人」から栽培を始める
　栽培を始めたのは2003年から。たまたまブルーベ
リーの摘み取りの新聞記事を目にして「面白そうだから
やってみようと。ところが全くの素人で、ブルーベリーの
樹すら見たことのない状態だった」。自分たちで試行錯
誤するなか、横田清・岩手大学名誉教授の指導を受け、
研究を重ねて独自の栽培方法を確立した。
　こだわりは、栽培を始めて以来、徹底する農薬不使用。
肥料は、微生物発酵肥料を使用。害虫が発生したら一匹
残らず手で取り除くなど、安全安心を守るためには時間と

労力は惜しまない。
　今では、そうした姿勢が高く評価され、エコニコ農園
で近隣のブルーベリー農家との勉強会が行われている。
また、12年には「日本ブルーベリー協会」の全国大会が
たざわこ芸術村で行われ、全国のブルーベリー農家500
人が視察に訪れた。

ブランド化、加工品開発に取り組む
　近年は、より付加価値を高めようと、加工品の開発にも
力を入れている。当センターの「農商工応援ファンド」を
利用し、秋田県産米をウェブ販売する「こめたび」とのコ
ラボレーションで、商品のブランド化や、低糖度ジャム、
キャンディードの新商品開発などを行った。「加工品がそ
ろったことで、さらに可能性が広がった。これからも生産
者として一層頑張らねばという思い」と笑顔を見せる。
　エコニコ農園の熱意に影響を受け、ブルーベリー栽培
を始めた農家もいる。その人数は年々増え、12年には
JA秋田おばこブルーベリー部会が発足するまでに。今で
は、大仙市、美郷町などで30人以上が栽培に取り組ん
でいる。また、東京の有名ホテルの総料理長が自ら作る
ケーキに「あきたパールベリー」が使用されるなど、エコ
ニコ農園の快進撃は続いている。

ブルーベリーの
栽培技術を確立

合 資 会 社  エコニコ農 園

安心安全と、おいしさにこだわった
農薬不使用、樹上完熟のブルーベリー。
その栽培技術と品質は、高く評価されている。

果皮をおしろいのように覆う、真っ白なブ

ルームは、果実の鮮度の良さと甘さの証。

合資会社エコニコ農園
〒013-0481

秋田県仙北市田沢湖卒田字早稲田390

たざわこ芸術村内

Te l & Fax.0187-44-3929 

農商工応援ファンドを利用して開発した商品と

パンフレット。商品は左から「キャンディード ご

ろごろ粒入り」、「キャンディード 無糖」。

収穫した果実は、1粒1粒、人の手で選別して

パック詰めする。ブルームをなるべく落とさな

いよう、慎重に作業する。

あきた企業活性化センター／
設備貸与・応援ファンド担当（018-860-5702）まで。お問い合わせ

農林漁業者と中小企業者等が連携して取り組む県産農林水産物を活用した新
商品開発や、その販路開拓などの取組を支援します。
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